
下
川
で
就
業
体
験
奮
闘

内
モ
ン
ゴ
ル
派
遣
楽
し
み

北
海
道
と
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
交

流
拡
大
に
向
け
、
森
本
寧
々
さ
ん
(

)
、
岡
崎

琳
太
郎
さ
ん
(

)
、
兼
子
愛
渚
さ
ん
(

)
、
小

林
美
咲
さ
ん
(

)
の
４
人
が
今
夏
、
高
校
生
で

は
初
め
て
内
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
。
４
人

は
い
ず
れ
も
室
蘭
と
登
別
の
道
立
校
に
通
う
新

１
〜
３
年
生
で

｢
北
海
道
と
違
う
自
然
や
文
化

を
学
び
た
い
｣
と
口
々
に
意
気
込
み
を
語
っ
た

派
遣
事
業
を
行
う
の
は
２
０
０
３
年
に
設
立

さ
れ
た
「
北
海
道
・
内
モ
ン
ゴ
ル
友
好
協
会
」

（
事
務
局
・
室
蘭
市
）
。
当
初
は
内
モ
ン
ゴ
ル

教
育
基
金
の
名
称
で
文
房
具
提
供
な
ど
教
育
支

援
を
進
め
、

年
か
ら
関
係
者
の
相
互
訪
問
を

通
じ
た
民
間
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

４
人
は
夏
休
み
中
の
７
月

〜

日
に
内
モ

ン
ゴ
ル
を
訪
問
。
現
地
出
身
の
室
蘭
工
大
元
留

学
生
ら
の
案
内
で
、
地
元
中
学
生
と
の
交
流
や

遊
牧
民
生
活
体
験
を
す
る
。
今
回
の
高
校
生
派

遣
で
、
風
土
や
文
化
の
異
な
る
両
地
域
の
若
い

世
代
の
交
流
を

広
げ
る
狙
い

だ
。
参
加
者
の

一
人
は
「
外
国

と
言
え
ば
欧
米

を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
が
、
今

は
雄
大
な
内
モ

ン
ゴ
ル
が
楽
し

み
」
と
話
し
て

い
た
。

【
横
尾
誠
治
】

下
川
町
に
人
や
仕
事
を
呼
び
込
も
う
と
、
情

報
発
信
や
移
住
促
進
に
取
り
組
む
町
産
業
活
性

化
支
援
機
構
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
の
山

本
菜
奈
さ
ん
(

)
は
、
昨
年
９
月
に
早
稲
田
大

を
休
学
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

で
奮
闘
中
だ
。

横
浜
市
出
身
。
「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
将
来
の
仕
事
に

す
る
た
め
現
場
が

知
り
た
か
っ
た
」

と
昨
年
８
月
に
ス
タ
ッ
フ
募
集
に
応
募
し
、
熱

意
や
感
性
を
買
わ
れ
て
採
用
さ
れ
た
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
使
っ
た
自
ら
の
移
住
体

験
の
発
信
や
移
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
内

団
体
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
主
に

広
報
を
担
当
。
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
企
画

を
充
実
さ
せ
た
。
「
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
目

を
輝
か
す
。

７
年
間
の
米
国

・
ド
イ
ツ
滞
在
な

ど
豊
富
な
海
外
経
験
を
生
か
し
、
訪
日

外
国
人
観
光
客
増
加
に
向
け
て
外
国
人

留
学
生
に
よ
る
滞
在
型
調
査
を
提
案
。

３
月
に
実
現
さ
せ
た
。
将
来
の
夢
に
向

け
て
現
場
で
試
行
錯
誤
す
る
町
で
の
生

活
は
８
月
ま
で
。
「
復
学
し
て
も
地
方

と
都
市
部
を
結
び
つ
け
る
活
動
は
続

け
、
下
川
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
意
気

込
む
。

【
横
田
信
行
】

まえだ・しょういち 1959年岩見沢市出身。 年北海道大法学部卒

業。 年弁護士登録。札幌弁護士会所属。 年前田尚一法律事務所開

設。札幌鉄道病院倫理委員会委員・臨床研究審査委員会委員。財団法

人北海道暴力追放センター暴力相談委員、北海道大法科大学院実務家

教員を歴任。 ～2000年に毎日新聞道内版特集面で毎月１回「女性を

磨く法律問題」を担当したほか、テレビ出演や雑誌での法律相談、エ

ッセー執筆などで活躍している。

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

高
校
３
年
生
当
時
の
前
田
さ
ん
‖
１
９
７
６
年
撮
影
（
本
人
提
供
）

アンテナ高く 新しい情報発信

札
幌
地
裁
の
近
く
の
ビ
ル
に
法
律
事
務
所
を
構
え
る
弁
護

士
、
前
田
尚
一
さ
ん
(

)
。
特
に
中
小
企
業
の
企
業
法
務
に

明
る
く
、
労
働
問
題
、
債
権
回
収
、
不
動
産
関
係
な
ど
民
事

案
件
を
中
心
に
手
腕
を
振
る
う
。
ま
た
、
新
聞
や
月
刊
誌
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
法
律
相
談
を
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
労
働
問
題
の
専
門
サ
イ
ト
を
近
く
開
設
す
る
な
ど
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
や
相
続
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
法
律
を
市
民
の

身
近
な
存
在
に
す
る
た
め
の
情
報
発
信
に
力
を
注
い
で
い

る
。

【
構
成
・
写
真

坂
本
智
尚
】

〈
道
職
員
だ
っ
た
父
親
（
故

人
）
の
勤
務
先
だ
っ
た
岩
見
沢

市
で
生
ま
れ
る
。転
勤
に
よ
り
、

札
幌
市
内
の
小
、
中
、
高
校
を

経
て
、
北
海
道
大
文
類
へ
進
学

し
、
法
学
部
を
卒
業
す
る
〉

一
人
っ
子
で
、
小
学
生
の
こ

ろ
は
体
育
が
苦
手
で
し
た
。
外

遊
び
よ
り
も
家
の
中
で
本
を
読

ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
す

る
の
が
好
き
な
少
年
で
し
た

ね
。
手
塚
治
虫
の
ア
ニ
メ
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
に
登
場
す
る
お
茶

の
水
博
士
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

「
も
の
し
り
博
士
」
の
ケ
ペ
ル

先
生
の
影
響
で
「
博
士
」
と
い

う
言
葉
に
ひ
か
れ
、
ず
っ
と
科

学
者
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

た
ん
で
す
。

中
学
生
に
な
る
と
、
父
に
買

っ
て
も
ら
っ
た
天
体
望
遠
鏡
で

星
を
観
察
し
た
り
、
夏
休
み
に

友
人
た
ち
と
山
登
り
を
し
た
り

と
、
自
然
や
科
学
へ
の
興
味
を

深
め
ま
し
た
。
高
校
で
は
生
物

部
に
入
部
し
、
理
系
コ
ー
ス
を

選
択
し
ま
し
た
。

典
型
的
な

理
系
男
子

だ

っ
た
私
が
一
転
、
法
曹
界
に
興

味
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
高
校
３
年
生
の
と
き

に
起
き
た
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」

で
し
た
。
航
空
機
受
注
を
め
ぐ

る
受
託
収
賄
罪
で
東
京
地
検
特

捜
部
が
前
総
理
大
臣
の
田
中
角

栄
氏
を
１
９
７
６
年
７
月
に
逮

捕
し
た
戦
後
最
大
の
疑
獄
事
件

で
す
。

最
強
の
捜
査
機
関
と
し
て
脚

光
を
浴
び
た
東
京
地
検
特
捜

部
。
「
巨
悪
は
眠
ら
せ
な
い
」

と
正
義
の
た
め
に
闘
う
特
捜
検

事
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
検
事
と
い
う
職
業
が
私
に

と
っ
て
強
い
憧
れ
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
も
う
大
学
受
験

が
半
年
後
に
迫
っ
て
い
た
時
期

で
新
た
な
受
験
科
目
の
勉
強
を

す
る
時
間
は
な
く
、
現
役
で
は

そ
の
ま
ま
理
系
学
部
を
受
験
し

た
ん
で
す
。
で
も
幸
か
不
幸
か
、

不
合
格
と
な
っ
て
浪
人
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
を
機
に
、
法

学
部
を
志
す
た
め
に
文
系
に
転

向
し
ま
し
た
。

〈
大
学
在
学
中
か
ら
挑
み
続

け
て
き
た
難
関
の
司
法
試
験
に

歳
で
合
格
す
る
〉

当
時
の
司
法
試
験
は
５
月
に

短
答
試
験
、
７
月
に
論
文
試
験
、

月
に
口
述
試
験
と
、
約
半
年

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
三
つ

の
試
験
で
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
、
短
答
試
験
は

パ
ス
す
る
も
の
の
論
文
試
験
を

突
破
で
き
な
い
と
い
う
繰
り
返

し
で
し
た
。

合
格
し
た

年
は
、
何
年
も

机
に
向
か
っ
て
ば
か
り
い
た
運

動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
午
前

中
は
プ
ー
ル
に
行
き
、
昼
寝
を

し
て
、
そ
れ
か
ら
集
中
し
て
試

験
勉
強
、
夜
は
な
る
べ
く
早
く

寝
る
と
い
う
生
活
パ
タ
ー
ン
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
論
文
試
験

の
直
後
、
最
終
関
門
の
口
述
試

験
に
向
け
て
教
科
書
を
開
い
て

い
た
ら
突
然
、
視
界
が
ぼ
や
け

て
文
字
が
見
え
な
く
な
っ
た
ん

で
す
。
大
学
病
院
で
検
査
し
た

結
果
、
網
膜
は
く
離
と
の
診
断

で
し
た
。
失
明
の
恐
れ
も
あ
り
、

そ
の
ま
ま
入
院
し
て
数
日
後
、

緊
急
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

論
文
試
験
に
パ
ス
し
た
こ
と

を
知
っ
た
の
は
ベ
ッ
ド
の
上
で

し
た
。
入
院
中
は
目
を
使
え
ず
、

頭
も
動
か
せ
な
か
っ
た
の
で
、

条
文
や
講
義
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
一
日
中
繰
り
返
し
聞
い
て

い
ま
し
た
。
手
術
前
「
口
述
試

験
に
は
間
に
合
わ
な
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か
ギ
リ

ギ
リ
１
週
間
前
に
退
院
す
る
こ

と
が
で
き
て
試
験
に
臨
み
ま
し

た
が
、
試
験
官
の
顔
も
は
っ
き

り
見
え
な
い
状
態
で
し
た
。
振

り
返
る
と
「
人
事
を
尽
く
し
て

天
命
を
待
つ
」
と
い
う
感
じ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

〈
２
年
間
の
司
法
修
習
を
終

え
、

年
に
弁
護
士
登
録
し
、

札
幌
市
内
の
法
律
事
務
所
に
勤

務
。

歳
で
前
田
尚
一
法
律
事

務
所
を
開
設
す
る
〉

司
法
修
習
は
全
国
の
裁
判

所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
事
務
所

に
配
属
さ
れ
、
実
務
修
習
を
行

う
の
で
す
が
、
私
は
検
察
庁
で

の
実
務
修
習
が
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
も
と
も
と
法
曹
界
を
目
指

し
た
動
機
は
特
捜
検
事
へ
の
憧

れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に

見
た
検
察
庁
の
印
象
は
「
上
司

の
決
裁
が
絶
対
」
と
い
う
徹
底

し
た
官
僚
シ
ス
テ
ム
の
世
界

で
、
頭
の
中
で
描
い
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の

で
、
検
事
に
な
る
と
の
情
熱
が

急
速
に
冷
め
て
い
っ
た
ん
で

す
。法

律
の
仕
事
を
生
業
に
す
る

の
な
ら
ば
、
自
分
の
信
念
や
感

情
を
曲
げ
ず
、
人
生
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
そ
う
な
弁

護
士
の
道
を
進
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

入
所
し
た
の
は
企
業
法
務
を

主
軸
と
し
た
弁
護
士
４
人
の
事

務
所
で
、
株
主
総
会
の
運
営
や

労
働
事
件
な
ど
そ
れ
ま
で
取
り

扱
っ
た
こ
と
の
な
い
案
件
を
ど

ん
ど
ん
駆
け
出
し
の
私
に
任
さ

れ
、
研
究
書
を
片
手
に
必
死
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
４
年
の
間

に
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
力

や
ゼ
ロ
か
ら
始
め
て
も
何
と
か

な
る
と
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

法
律
は
弱
い
者
の
味
方
を
す

る
の
で
は
な
く
、
法
律
が
味
方

を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
の
味
方
を
す
る
も
の
で

す
。
私
は
、
ど
う
し
た
ら
法
律

を
味
方
に
つ
け
ら
れ
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
伝
え
、
真
の
解
決
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
張
り
巡
ら
し
、
新
し
い

情
報
を
発
信
で
き
る

町
弁

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
か
ず
の
段
ボ
ー
ル

横尾 誠治

４
月
は
進
学
、
就
職
と

新
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

る
季
節
。
引
っ
越
し
の
真

っ
最
中
の
人
、
作
業
が
一
段
落
し
た
人
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

職
業
柄
、
自
分
も
引
っ
越
し
を
数
多
く
経

験
し
た
。
見
知
ら
ぬ
土
地
に
期
待
と
不
安
を

混
在
さ
せ
な
が
ら
荷
造
り
に
励
ん
だ
記
憶
が

あ
る
。

今
住
ん
で
い
る
室
蘭
は
地
元
の
人
を
「
土
の

人
」
、
転
勤
族
を
「
風
の
人
」
と
呼
び
、
転
入

者
を
よ
そ
者
扱
い
し
な
い
気
質
が
あ
る
。
道
内

で
唯
一
、
重
厚
長
大
産
業
で
栄
え
、
本
州
企
業

の
出
先
や
官
公
庁
も
多
い
。
土
の
人
と
風
の
人

が
力
を
合
わ
せ
て
室
蘭
発
展
の
礎
を
築
い
た
歴

史
が
あ
る
。

経
験
上
、
引
っ
越
し
の
際
は
不
用
品
を
捨
て

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
書
籍
、
カ
ー
テ
ン
、

ネ
ク
タ
イ
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
…
…
。
そ
れ
で

も
梱
包
さ
れ
た
ま
ま
の
「
開
か
ず
の
段
ボ
ー

ル
」
が
、
い
く
つ
も
部
屋
の
片
隅
に
積
ま
れ

て
い
る
。

そ
の
一
つ
で
「
雑
貨
」
と
書
か
れ
た
箱
を
開

け
て
み
る
と
、
中
学
校
の
卒
業
文
集
が
出
て
き

た
。

年
以
上
も
前
の
黄
ば
ん
だ
表
紙
を
め
く

る
と
、
女
子
生
徒
の
「
短
か
っ
た
三
年
間
、
長

か
っ
た
五
十
分
」
。
な
ぜ
か

青
春
時
代
が
よ
み
が
え
っ
た

よ
う
で
、
改
め
て
名
文
だ
な

と
感
じ
た
。

（

〜日
）

◆
北
海
道
新
幹
線
開
業
１
周
年
（

日
）

北

海
道
新
幹
線
（
新
青
森
｜
新
函
館
北
斗
、
１
４
８

・
８
㌔
）
が
開
業
１
周
年
を
迎
え
、
新
函
館
北
斗

駅
（
北
斗
市
）
な
ど
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
北
に
よ
る
と
１
年
間
の
乗
客
人
数
は
２
２
９

万
２
０
０
０
人
で
、
在
来
線
だ
っ
た
前
年
同
時
期

の
１
・

倍
。
平
均
乗
車
率
は

％
だ
っ
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
修
繕
・
安
全
対
策
費
に
６
５

７
億
円
（

日
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
２
０
１
７
年

度
の
事
業
計
画
を
発
表
し
、
設
備
の
修
繕
費
に
３

６
２
億
円
、
安
全
対
策
費
に
２
９
５
億
円
と
そ
れ

ぞ
れ
過
去
最
大
の
投
資
を
す
る
方
針
を
表
明
し

た
。

年
度
は
台
風
被
害
な
ど
で
単
体
で
は
過
去

最
悪
の
経
常
赤
字
２
３
５
億
円
を
計
上
す
る
見
込

み
。

年
度
も
１
８
９
億
円
の
経
常
赤
字
を
予
想

し
、
保
有
資
産
の
売
却
な
ど
で
し
の
ぐ
。

◆
独
の
ア
イ
ヌ
遺
骨
札
幌
に
（

日
）

道
ア

イ
ヌ
協
会
（
加
藤
忠
理
事
長
）
は
、
札
幌
市
内
で

理
事
会
を
開
き
、

世
紀
に
盗
掘
さ
れ
ド
イ
ツ
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
遺
骨
１
体
を
同

市
内
に
一
時
保
管
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

◆
札
大
再
雇
用
賃
下
げ
無
効
（

日
）

定
年

後
に
再
雇
用
さ
れ
た
札
幌
大
の
教
授
や
元
教
授
ら

人
が
、
賃
金
を
一
方
的
に
減
額
さ
れ
た
の
は
不

当
だ
と
し
て
大
学
側
に
減
額
分
の
未
払
い
賃
金
な

ど
の
支
払
い
を
求
め
た
訴
訟
で
、
札
幌
地
裁
は
、

計
１
億
４
０
０
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を

言
い
渡
し
た
。

藕

伊
藤
警
務
部
長

｢
質
実
剛
健
に
｣

道
警

着
任
会
見

道
警
の
伊
藤
隆
行
・
警

務
部
長
(

)
‖
警
視
長
‖

が
着
任
会
見
を
開
き
、

「『
強
く
正
し
く
誠
実
に
』

と
い
う
道
警
の
指
針
が
守

ら
れ
る
よ
う
、
質
実
剛
健

な
組
織
に
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

伊
藤
部
長
は
、
警
察
庁
交

通
指
導
課
交
通
事
故
事
件

捜
査
指
導
室
長
か
ら
３
月

日
付
で
着
任
。
北
海
道

の
印
象
に
つ
い
て
問
わ
れ

「
広
く
て
自
然
が
豊
か
。

い
ろ
い
ろ
見
ど
こ
ろ
を
楽

し
み
た
い
」
と
話
し
た
。
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面
か
ら
続
く

莢莢

莢莢

【
帯

広
】

杉
本
ト
シ
子

(

)
‖
西

７
南

の
６
‖
１
日
死
去

３
日

時

４
日

時
、
西

４
南

、
ベ
ル
コ
セ
レ
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

長
男
、
巖

南
ケ
丘
町
内
会
長
、
梅
本
俊

夫【
新

得
】

宮
崎

金
藏

(

)
‖
西

２
南
３
の
２
の
１
‖

日
死

去

終
了

妻
、
洋
子

【
大

樹
】

上
井

政
行

(

)
‖
石

坂

‖

日
死
去

２
日

時

３
日

時
、
高
校
通

、

光
教
寺
会
館

妻
、
朝
子

上
中
島
行
政
区
長
、
辻
本

正
雄巖

鐡
太
郎

(

)
‖
芽

武

‖
１
日
死
去

３
日

時

４
日

時
、
栄
通

、

開
導
寺

妻
、
洋
子

更

生
行
政
区
長
、
大
石
尚
志

【
幕

別
】

木
村

正
夫

(

)
‖
旭

町

の

‖
１
日
死
去

３

日

時

４
日

時
、
帯
広

市
西
４
南

、
ベ
ル
コ
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

三
男
、
俊

靖【
北

見
】

山
畑

孝
一

(

)
‖
高

栄
西
町
７
の
８
の
６
‖

日

死
去

終
了

長
男
、
信

【
網

走
】

青
柳

徳
雄

(

)
‖
南

８
東
５
の
６
の
２
‖

日
死

去

終
了

妻
、
ヒ
デ

【
紋

別
】

小
野

幸
男

(

)
‖
花

園
町
３
の
３
の

‖

日
死

去

３
日

時

４
日

時
、
大
山
町
２
の

、
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
い
ず
み

妻
、
弘

畑
中

君
恵

(

)
‖
幸

町
８
の
３
の

‖

日
死
去

終
了

夫
、
勇
吾

【
斜

里
】

浜
田

元
治

(

)
‖
朝

日
町

の

‖

日
死
去

終
了

妻
、
恵
美
子

【
美

幌
】

中
村

克
己

(

)
‖
網

走
市
二
ツ
岩
１
の

花
・
水

・
木
３
０
４
‖

日
死
去

終
了

長
男
、
賢
吾

【
遠

軽
】

渡
邊

昭
夫

(

)
‖
豊

里
２
５
２
の
２
豊
里
団
地
‖

日
死
去

２
日

時

３

日

時
、
豊
里
２
８
３
の
１
、

た
か
は
し
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル

長
男
、
良
夫

豊
里

団
地
自
治
会
長
、
斉
藤
竹
夫

宮
川

和
子

(

)
‖
２

条
通
南
１
の
３
の
７
‖
１
日

死
去

３
日

時

４
日

時
、
豊
里
２
８
３
の
１
、
た

か
は
し
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

長
女
、
森
谷
貴
子

【
釧

路
】

中
井
ツ
ネ
子

(

)
‖
大

楽
毛
南
４
の
３
の
５
‖

日

死
去

終
了

娘
婿
、
我
妻

成
美関

根

ス
ミ

(

)
‖
春

採
７
の
４
の
３
‖

日
死
去

２
日

時

３
日
９
時
、

緑
ケ
岡
３
、
釧
路
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル

夫
、
善
仁
郎

菊
池

誼
隆

(

)
‖
豊

川
町

の
７
‖

日
死
去

２
日

時

３
日

時
、
若

草
町

、
釧
路
ベ
ル
コ
会
館

妻
、
眞
紀
子

安
部
美
都
子

(

)
‖
文

苑
３
の

の

‖

日
死
去

２
日

時

３
日
９
時
、

釧
路
町
桂
木
３
の

、
ベ
ル

コ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
釧
路
北

夫
、
伸
廣

大
橋

和
子

(

)
‖
音

別
町
中
園
１
の
１
１
０
‖

日
死
去

２
日

時

３
日

時
、
音
別
町
本
町
３
、
大

康
院

夫
、
良
夫

花
と

葬
儀
の
丸
和
堂
代
表
取
締

役
、
飛
田
英
雄

大
本

フ
ク

(

)
‖
春

採
３
の
３
の

‖
１
日
死
去

２
日

時

３
日
９
時
、

緑
ケ
岡
３
、
釧
路
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル

娘
婿
、
大
友
礒

【
釧
路
町
】

日
下
ト
キ
エ

(

)
‖
昆

布
森
ア
チ
ョ
ロ
ベ
ツ
５
‖

日
死
去

２
日

時

３
日

時
、
桂
木
５
の
６
、
清
華

堂
桂
木
ホ
ー
ル

次
男
、
長

谷
川
悟

【
白

糠
】

志
民

勉

(

)
‖
東
３

北
２
の
２
の
９
‖

日
死
去

２
日

時

３
日
９
時
、

東
１
北
４
、
丸
和
堂
白
糠
町

民
斎
場

妻
、
節
子

【
厚

岸
】

高
田

敏
子

(

)
‖
港

町
２
の
８
‖

日
死
去

２

日

時

分

３
日

時
、

宮
園
２
の
３
、東
岸
寺

夫
、

敏
男

板
倉
葬
儀
代
表
取

締
役
、
板
倉
正
夫

【
別

海
】

入
田

六
男

(

)
‖
西

春
別
駅
前
西
町
１
４
９
‖

日
死
去

２
日

時

３
日

時
、
別
海
常
盤
町

、
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
べ
つ
か
い

長
女
、
由
江

西
春
別

駅
前
西
町
町
内
会
長
、
庄
司

豊【
中
標
津
】

宍
戸

英
子

(

)
‖
大

通
南
１
の
２
‖

日
死
去

終
了

義
兄
、
酒
井
幸
三

石
丸

輝
子

(

)
‖
緑

町
北
５
の
９
‖

日
死
去

終
了

長
男
、
博
規
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